





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ら 年には ％， 年に
，テレビの保有率は 年＝

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































年＝ 万， 年＝ 万






















































































































































































































































































































































































年＝ ％， 年＝ ％，
収，を参照。
には，女性の労働時間が概
年＝ ％， 年＝
％と
）
である。
）
）
）
） 企業規
昇する。
世紀末から急速に高まり，すで
模と勤続年数について若干ふれて
ただし，こうした現象が見られる
にワイマール期には第二次大戦
年の数値
＊
おけば，まず一般に，企業規模
のは後に見る時間賃金で働く労
後と同じ水準に達している。
は西ベルリンを除いたもの
が大きいほど賃金収入は上
働者のみであり，出来高賃
金労働者
働者ほど
れは，こ
状況が一
現象は現
く労働者
）
の場合は，むしろ企業規模拡大に
収入は高いが，しかし， 年以上
の層に属する労働者が比較的高齢
因となっていると思われる。
を参照。 年代以降の高
れず，むしろ，大企業と小企業の
の比率が低下する，という分極化
ともなって収入が低下している
同一企業で働く労働者について
で，そうした労働者の賃金が一
企業規模分
度成長下でも，大企業への労働者
両者で多数の労働者が働き，そ
傾向が見られた。
。また，勤続年数が長い労
はむしろ低下している。こ
般に低い，という後に見る
布の長期的変化について，
の一極集中というような
のあいだの中規模経営で働
なお，業務レベ
ルが上で
傾向を示
）
）
） 職員の
務レベル
）
）
）
あるほど出来高賃金と時間賃金の
している。
場合は， 歳層はその下の層
別の構成はほとんど変わっていな
差は小さい。また，賃金形態に
より高熟練層が増す方向で変化
い。
よる収入格差は戦後，縮小
し，その上の年齢層では業
）
）
ている者
）
）
世帯の３
）
の比率も職員より労働者の方が高
より作成。
世帯所得
分の１より高い月収（純所得）を
また，本来の仕事のほか
い。
で見ると， 年時点で，労働
得ていた。
に副業（アルバイト）をし
者世帯の ％が職員・官吏
（ ）
） 南亮
） 日本
ツでは
戦後ド
進『日本の経済発展と所得分布
の場合，物価上昇のピークを成
， 年 月の時点で，卸売物
イツの経済格差（山井）
』岩波書店， 年，
す 年の消費者物価は 年の
価が 年の１兆 億倍という
約 倍であった。一方ドイ
まさに天文学的な上昇を記録
した。
） 寺崎
） 南，
会およ
）
）
中村隆英『日本経済――その成
康博「戦前期所得分布の変動
さらに，他の諸要因も
び産業構造的要因――日本の経
クズネッツ『近代経済成長の分析
長と構造――』（第３版）東京
展望」『長崎大学教養部紀要（人
含め， 口敏行・寺崎康博「家
験――」『経済研究』 （
上』（塩野谷祐一訳）東洋経済
さ
大学出版会， 年，
文科学篇）』 （ ）
計の所得分布変動の経済・社
） を参照。
新報社， 年，
らに，斉藤・八林・鎗田編，
） 谷沢
ター，
）
） 南，
） 口
） クレ
東ドイ
――」
を参照。
弘毅『近代日本の所得分布と家
年，
第７章。さらに，谷沢，第４章
・寺崎，
スマン， 戦後東ドイ
ツ農村の土地改革・集団化と村
『歴史と経済』 （ ）。
族経済――高格差社会の個人計量
第２節の詳細な分析を参照。
ツの土地改革についての最近の
落――メクレンブルク・フォア
経済史学――』日本図書セン
研究として，足立芳宏「戦後
ポンメルン州 年
）
） 南，
） 南，
の所得
予備軍
命以来
（ ）
‥
他の推計値として，
口・寺
分布（ ）」『経済研究』 （
の枯渇によって日本は産業資本
，労働生産性と実質賃金率との
口・寺崎， （表１）を参照
崎， 口敏行・高
） 岩井克人は，
主義からポスト産業資本主義へと
「差異」によって利潤を生み出し
。
山憲之・寺崎康博「戦後日本
年代後半における農村産業
移行した，と論じる。産業革
てきた産業資本主義は，生産
力以下
の過剰
ある。
） クズ
）
ール地
） ドイ
年
いる。
の低賃金で働く大量の労働者の
人口が枯渇したため，「新しさ」
岩井克人『会社はこれからどう
ネッツ，
方を除く第一次大戦後の領土に
ツのデータは，
段階での修正値であり，たとえ
日本のデータは『経済要覧』
存在を前提するが，そうした労働
に差異を求めるポスト産業資本
なるのか』平凡社， 年，第７
（国民所得中の賃金・俸給の比率
関するものである。
の ）よ
ば 年の数値は修正前の か
年度版の「分配国民所得」
者の供給源となってきた農村
主義に移行する，というので
章。
）ただし， 年の数値はザ
り計算。 年以降の数値は
ら とやや低く改められて
ないし「国民所得分配勘定」
による
た。
） 南，
）『経
）
際比較
）
。『要覧』に示される各年の数値
済要覧』平成 年版（ ），
）を参照。
前注
が年度版によって異なることが
さらに，刈谷， （
の本文箇所で示した戦前の数値
あるが，最新版の数値をとっ
農業就業率低下プロセスの国
はエルベ川以東を含むドイツ
（ ）
帝国全域
東は戦前
れねばな
立命館経済
に関するものであり，ここに示し
，ドイツにおける農業人口の ％
らない。
学（第 巻・第３号）
た戦後の数値は西ドイツに限っ
を占めており（ ），
たものである。エルベ川以
それを失った影響が顧慮さ
） 農村か
村から大
）
）
）
） ヴァ
ら都市への人口移動について，注
都市への労働者の大量移動は，
ルラフ『最底辺』（マサコ・シェ
を参照。そこで述べたように
年代以降テンポを落としてい
ーンエック訳）岩波書店，
，帝政期に大きく進んだ農
る。
年。
（ ）
